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２
０
２
２
年
度
小
矢
部
市
予
算(
案)
の
概
要
が
２
月
17
日
に
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
の
声
が
政
治
を
動
か
し
ま
し
た
。
要
望
を
寄
せ
て
い
た
市
民
の

皆
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
と
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。 

【
対
象
】
住
民
税
非
課
税 

65
歳
以
上
。
上
限
２
万
円
、
予
算
額
20
万
円
。 

 
 
 
  

 
 

県
内
初
の
取
り
組
み
で
す
。 

こ
の
実
現
に
向
け
て
要
望
活
動
を
し
て
き
た
全
日
本
年
金
者
組
合
小
矢
部

支
部
長
八
尾
三
紀
夫
さ
ん
か
ら
次
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

加
齢
と
と
も
に
補
聴
器
の
必
要
性
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。 

年
金
者
組
合
小
矢
部
支
部
は
、
昨
年
12
月
市
長
へ
の
申
し
入
れ
と
し
て

「
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
市
の
助
成
」
を
要
請
し
ま
し
た
。 

市
長
は
「
予
算
編
成
の
中
で
、
議
論
し
た
い
」
と
真
摯
に
応
じ
ま
し

た
。 ま

た
、
12
月
議
会
で
の
砂
田
市
議
の
質
問
で
、
民
生
部
長
か
ら
「
独
自

に
、
実
施
に
向
け
て
調
査
研
究
し
た
い
」
と
の
答
弁

を
引
き
だ
し
、
大
き
く
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

市
民
の
直
接
請
求
と
議
会
の
連
携
で
見
事
に
実
現

で
き
ま
し
た
。
条
件
付
き
と
は
い
え
、
制
度
と
し
て

創
設
し
た
意
義
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員 

 
 

２
８
１
万
５
千
円 

公
立
保
育
施
設
保
育
士
等 

 
 

１
０
２
３
万
６
千
円 

民
間
保
育
施
設
保
育
士
等 

 
 

１
３
７
７
万
６
千
円 

賃
金
を
月
額
９
千
円
引
き
上
げ
ま
す
。
こ
れ
に
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負

担
分
も
加
算
し
ま
す
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
に
関
し
て
１
月
19
日
に

開
か
れ
た
市
議
会
全
員
協
議
会
で
砂
田
市
議
が
改
善
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

22
年
２
月
、
３
月
分
に
つ
い
て
は
21
年
度
補
正
予
算
で
、
22
年
度
は
新
年

度
予
算
で
対
応
し
ま
す
。
22
年
９
月
分
ま
で
は
全
額
国
が
負
担
し
、
10
月

分
か
ら
は
国
・
県
・
市
が
３
分
の
１
ず
つ
負
担
し
ま
す
。 

15
歳
以
下
の
い
る
世
帯
に
５
千
円
。
１
８
０
０
世
帯
。 

予
算
額
９
８
１
万
５
千
円 

米
価
下
落
対
策
、
米
の
消
費
拡
大
な
ど
を
要
望
し
て
い
た
農
民
運
動
富
山

県
連
合
会
小
矢
部
班
の
荒
木
義
昭
さ
ん
や
消
費
者
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。 

食
糧
支
援
は
お
米
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
り
、
歓
迎
し
ま
す
。 

小
矢
部
市
独
自
の
施
策
だ
か
ら
、
市
内
産
米
に
限
定
し
て
ほ
し
い
。
消

費
者
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
、
少
額
券
に(

例
え
ば
、
５
０
０
円
券)

と
す

る
こ
と
と
、
市
内
の
小
矢
部
産
米
販
売
所
を
お
米
券
に
紹
介
し
て
い
た
だ

き
た
い
。 

子
ど
も
の
対
象
年
齢
も
18
歳
ま
で
と
し
、
世
帯
単
位
で
は
な
く
、
子

ど
も
一
人
に
５
千
円
券
と
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。 

こ
れ
を
機
会
に
、
市
報
で
「
お
米
は
小
矢
部
産
米
を
食
べ
ま
し
ょ
う
」

運
動
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
荒
木
義
昭
さ
ん
） 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
い
ま
ま
で
は
昼
食
を
外
食
に
し
て
い
た
が
、
３
度
お
米

を
自
宅
で
食
べ
る
の
で
、
お
米
が
す
ぐ
無
く
な
る
。
お
米
券
は
助
か
る
。

ス
ー
パ
ー
で
は
県
産
の
米
を
買
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
（
Ｎ
さ
ん
） 

お
米
券
、
い
い
ね
。
私
は
農
民
連
の
米
産
直
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、

県
産
の
米
だ
と
思
う
。
（
Ａ
さ
ん
） 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計 

29
億
５
１
９
０
万
円 

加
入
者
数
５
５
１
４
人
、
前
年
比
１
４
８
人
減
。 

国
は
制
度
を
見
直
し
、
未
就
学
児
の
国
保
税
均
等
割
（
２
万
９
４
０
０
円
）

を
半
額
に
し
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
子
ど
も
の
均
等
割
を
廃
止
す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
以
外
の
社
会
保
険
で
は
扶
養
家
族
が
増
え
て
も
保

険
料
が
増
え
ま
せ
ん
。
国
保
だ
け
に
特
有
の
制
度
で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
一
人
生
ま

れ
る
た
び
に
約
１
・
５
万
円
、
小
学
生
に
な
っ
た
ら
約
３
万
円
の
国
保
税
が
増

え
ま
す
。
市
独
自
で
も
子
ど
も
の
均
等
割
免
除
に
踏
み
出
す
べ
き
で
す
。 

吉
和
台
町
内 

２
３
０
０
万
円 

吉
和
台
の
一
つ
の
系
統
の
消
雪
装
置
が
故
障
し
て
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
。 積

雪
が
あ
っ
た
と
き
、
機
械
除
雪
は
さ
れ
ま
す
が
雪
置
き
場
の
確
保
に
苦

労
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
予
算
化
に
つ
い
て
、
町
内
の
消
雪
の
世
話
を
し

て
い
る
人
も
、
関
係
住
民
一
同
も
「
こ
れ
で
ひ
と
ま
ず
安
心
」
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
間
、
町
内
を
車
で
訪
れ
て
雪
に
悩
ま
さ
れ
た
人
も
お
ら
れ
ま
し

た
。
降
雪
ご
と
に
消
雪
装
置
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
関
係
さ
れ
た

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
Ａ
さ
ん
） 

「
排
水
が
悪
く
、
直
線
で
１
０
０
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス
を
取
れ
な
い
」
。
こ
の
声

を
聞
い
て
大
谷
校
下
４
自
治
振
興
会
が
市
に
グ
ラ
ン
ド
の
改
善
を
要
請
。
砂
田
市

議
も
学
校
か
ら
実
情
を
聞
き
、
６
月
議
会
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

転
入
者
へ
50
万
円
（
こ
れ
ま
で
１
０
０
万
円
）
、
中

学
生
以
下
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
10
万
円
加
算
し
ま

す
。 婚

姻
３
年
以
内
の
住
宅
取
得
者
に
50
万
円
、
婚
姻
の

日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
１
人
に
つ
き
10
万
円
加
算
し

ま
す
。 

 

予
算
額
２
１
７
９
万
円 


